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の増加パターンが異なる
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【はじめに・目的】
生体深達性が高く温熱作用を有するキセノン光の星状神経節近傍照射（以下，Xe�LISG）では，上半身領域の交感神経支配に関
わる星状神経節機能が抑制されることで上肢骨格筋血流量が増加すると報告されている（前田，2014.）。その一方で，骨格筋に
対してキセノン光を直接照射（以下，骨格筋照射）した場合にも骨格筋血流量が増加すると報告されている（齋藤，2013）。し
かしながら，Xe�LISG と骨格筋照射との間での上肢骨格筋血流量の増加パターンの違いについては検討されていない。本研究で
は，Xe�LISG と骨格筋照射との間での上肢骨格筋血流量の増加パターンの違いを明らかにすることを目的とした。
【方法】
若年健常者 8名を対象として以下の 3つの介入を実施順序をランダムに 1日以上の間隔を空けて実施した。なお，骨格筋血流量
評価の対象筋は，両側の上腕二頭筋とした。〈介入 1〉対象者は 15 分間の安静背臥位保持（以下，馴化）終了後，同一肢位にて
10 分間のXe�LISG（照射対象：両側の星状神経節）を受けた。〈介入 2〉対象者は馴化終了後，同一肢位にて両側の上腕二頭筋
に対する 10 分間の骨格筋照射を受けた。〈介入 3〉対象者は馴化終了後，キセノン光照射を伴わない安静背臥位保持（以下，コ
ントロール）を 10 分間継続した。交感神経活動の指標には手指皮膚温を採用し，両側の第 3指手掌側の遠位指節間関節中央部
を測定部位とし，放射温度計（Fluke�572，Fluke）を用いて各介入中に 2分毎に測定した。その上で，各介入とも初回測定値の
手指皮膚温を基準値とし，その後の 2分毎に測定された手指皮膚温の基準値からの経時的変化をDunnett 法にて検討した。上肢
骨格筋血流量の指標には酸素化ヘモグロビン量（HbO2，単位：mmol�mm）を採用し，各実験の馴化開始から各介入終了までの
間，近赤外線分光分析装置（OEG�16，Spectratech）を用いて両側の上腕二頭筋の筋腹中央部で連続測定した。その上で，各介
入とも馴化終了前 2分間のHbO2の平均値を基準値とし，各介入中のHbO2の 2 分毎の測定区間（0～2分，2～4分，4～6分，6～
8分，8～10 分）の平均値の基準値からの経時的変化をDunnett 法にて検討した。また，Xe�LISG と骨格筋照射の 2条件間で，
2分毎の測定区間におけるHbO2を Student の t 検定（Bonferroni 補正）にて比較した。統計学的検定の有意水準は 5％とした。
【結果】
手指皮膚温（平均値）については，コントロールでは 4分以降で 0.5℃以上の有意な低下を認めた。一方，統計学的に有意では
なかったものの，骨格筋照射では 2分以降で約 0.1℃の低下を認めたのに対して，Xe�LISG では 4分以降で 0.5℃以上の上昇を
認めた。上肢骨格筋血流量（平均値）については，Xe�LISG では 2～4分以降（0.05），骨格筋照射では 6～8分以降（0.03）で有
意な増加を認めたが，コントロールでは全測定区間を通じて明らかな変化を認めなかった。また，Xe�LISG と骨格筋照射との比
較では，測定区間の内，2～4分（Xe�LISG : 0.05，骨格筋照射：0.01）および 4～6分（Xe�LISG : 0.06，骨格筋照射：0.02）では
骨格筋照射と比較したXe�LISG での有意な増加を認めた。しかし，6～8分以降（Xe�LISG : 0.06，骨格筋照射 0.03）では明らか
な違いを認めなかった。
【考察】
本研究結果は，上肢骨格筋血流量についてXe�LISG では骨格筋照射と比較してより早期から増加するものの，最終的にはいず
れの手法でも同程度の増加が得られることを示している。手指皮膚温の結果も考慮すると，Xe�LISG でのより早期からの上肢骨
格筋血流量の増加は，キセノン光の作用による星状神経節（交感神経）機能の速やかな抑制の影響が上半身領域を急速に波及し
た結果，筋内細動脈が急速に拡張した可能性を示唆している。一方，骨格筋照射では，交感神経機能への影響は少なく，むしろ
キセノン光の作用による筋加温により筋内細動脈が漸次拡張した結果，筋血流量が徐々に増加したと推察される。
【理学療法学研究としての意義】
本研究は，Xe�LISG と骨格筋照射との間での上肢骨格筋血流量の増加パターンの違いを明らかにすると同時に，その背景機序に
ついて考察した初めての報告であり，上肢骨格筋血流量低下の改善を意図してキセノン光照射行なう際の基礎的所見を提供し
た点で意義深いと考える。
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